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概略

世界人口の増加、温暖化等による環境の悪化を考慮すると、食料
生産の規模の安定的維持のみならず増大が、今後の農業に課せられ
た大きな課題といえるであろう。また、施設園芸等の、自然環境か
ら切り離され、人工的に管理された条件下における、高効率な栽培
育成は、都市人口の食生活を満たす重要な生産ツールとして、今後
も重要視されていくであろう。

植物は常に環境から、何らかのストレスを受けており、それらは
植物の成長の大きな抑制因子になったり、農作物の品質低下の原因
となっている。これらのストレスは、圃場だけにかぎらず、ポスト
ハーベストにおける収穫物の輸送・貯蔵の段階でも起こっており、
商品価値の低下、ロスに密接に関わっている。

本セミナーにおいては、環境ストレスにより植物において誘発さ
れる酸化ダメージ、並びに、植物保護剤の外部投与によるストレス
耐性補強および、ダメージの軽減について、当研究室で得られた研
究結果をもとに紹介する。
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